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研究成果情報 

稚魚が食われて起こること 
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肉食動物が獲物を狩るシーンは，ダイナミック

で，テレビの自然番組などで流れると思わず見入

ってしまう人も多いのではないでしょうか？食う

（捕食）—食われる（被食）の関係は，生物の個体

数の変動に影響するだけでなく，ときに何種類も

の生物で構成される生態系の構造まで変えてしま

う，生態学的にみてもダイナミックな現象です。 
さけますも，自然界では食う―食われるの関係

の真っ只中にいます。 Okado and Hasegawa (2024)

では，日本生まれのさけます 3 種（サケ・カラフ

トマス・サクラマス）の，河川から外洋にかけて，

つまり，稚魚から親になって川に遡上するまでの

捕食者に関する先行研究を整理しました。すると，

彼らが常に色々な捕食者から狙われていることが

読み取れたのですが，実際に，きちんと調査がで

きているのは今のところ，河川から沿岸にかけて

の稚魚期だけです。その他の場所，成長段階につ

いては調査を計画もしていないので，読者の皆様

には怠慢とお叱りを受けるかもしれませんが，特

に放流直後は，あらゆる魚類に稚魚が食われるこ

とは古くから知られていました（久保 1946; 長澤・

帰山 1995）。ですので，まずは稚魚期に着目した

研究アプローチは悪くはないと思っています。そ

こで，本稿では近年，著者らが取り組んださけま

すの稚魚をめぐる食う―食われるの関係に関する

研究を紹介します。 

 

小さい稚魚は食われやすい 

そもそもさけますの被食に関する研究に取り組

もうとしたきっかけは，2018年 3月に北海道松前

町及部川でサケ稚魚の降海行動（長谷川ら 2019）

を調査していた空き時間に“海アメ”釣りに興じ

たことでした。北海道では，イワナ（アメマス）

はごく普通に沿岸部でもみられ，遊漁の人気ター

ゲットです。彼らが放流したサケ稚魚を捕食する

ことは釣り人の間ではよく知られたことだったの

で，実際にどれくらい捕食しているのだろうか？

と放流日翌日に及部川周辺でイワナを釣っては胃

内容物を吐き出させてみました。すると，釣った

イワナ 9 尾（尾叉長 34～43 cm）すべてがサケ稚

魚（12～57 尾）を食べていました。これはもはや

当然の結果なのかもしれませんが，興味深いこと

に，耳石温度標識から前日及部川から放流された

稚魚について尾叉長をみてみると，食われていた

稚魚（平均 4.3 cm：換算式を用いて生存時の尾叉

長に補正）は，放流された稚魚全体（平均 4.6 cm）

よりも小さい方に偏っていました（Hasegawa et al. 

2021）。捕食者からしてみれば大きい方が魅力的

な餌なので，食われる稚魚の尾叉長は大きい方に

偏ることも考えられたのですが，今回の結果は，

小さい方が捕食者回避能力（逃げるスピードなど）

が劣るということが強く反映されたようです。ま

た，Honda et al. (2020)では，釧路川で放流された

サケ稚魚の河口到達時（≒降海時）の体サイズ組

成と比べて，少し離れた沿岸部で採集した稚魚の

耳石を使って割り出した降海時の体サイズは大き

い方に偏ったことから，降海時に小さい稚魚はそ

の後生き残りにくいことを指摘しています（図1）。

及部川での結果を踏まえると，捕食者が誰かまで

は断定できませんが，小さい稚魚が食われたこと

が原因のように思います。 

なお，同様のパターンは，石狩川水系千歳川の

ブラウントラウトとサケ稚魚，尻別川水系目名川

のイワナとサクラマス稚魚の組合せでも確認され

ました（Hasegawa et al. 2021）。どうやら，放流さ

れたさけますの稚魚のうち，小さい魚は早々に食

われてしまい，場合によってはその後の幼稚魚の

体サイズ組成にまで影響しているのかもしれませ

ん。 

図 1. 2013 年 6 月 3 日と 6 日に釧路川河口（降海直前）で

採集されたサケ幼稚魚の尾叉長分布（白）と同年に釧路

川河口から東方約 20 km 沖で採集された釧路川産サケ幼

稚魚のうち，耳石の日輪から逆算・推定した降海日が 6

月 3–6 日の個体の降海時点の尾叉長分布（黒）。*統計学

的な有意差あり。すなわち，降海後約 20 km 東方まで生

残した個体は降海サイズが大きく偏る≒大型個体が生残

しやすい。Honda et al. (2020)の Fig. 3 を改変。 
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稚魚が食われるのは一時的？ 

稚魚の放流が行われると，周囲にいる捕食者は，

普段は魚を食べない種類であっても稚魚ばかり食

うようになります。サケ科魚類がその代表例で，

なかには，体型が変わるほどお腹がパンパンにな

るまで食っている場合があります（図 2）。そんな

捕食者は，きっとガンガン成長しているに違いな

い！と思って，2019年に先述の目名川のイワナと

サクラマス稚魚で調査をしてみました（Hasegawa 

and Fukui 2022）。方法はシンプルで，尻別川水系

目名川のイワナに外部標識を施し，定期的に採集

しては体サイズを測り成長を記録しました。また，

比較のために同じ尻別川水系でサクラマスのいな

い支流でイワナの成長を同様に記録しました。そ

の結果は，予想と全く異なりました。たしかに放

流後2日以内だと，幅がせいぜい5m程度の川に，

足の踏み場もないほど稚魚が泳いでいて，イワナ

もお腹がはちきれんばかりに稚魚を食っていたの

ですが（イワナの尾叉長：12～26 cm；イワナ 1 尾

が捕食していた稚魚数：1～38 尾），20 日も経過

すると，稚魚はまだまだたくさんいるのに，イワ

ナはぱったり稚魚を食わなくなりました。そんな

だから，捕食者の成長がよくなるなんてことはあ

りませんでした。その理由として，放流後しばら

くして，稚魚が河川環境に馴致し，適切に捕食者

回避行動をとれるようになったこと，それに伴い

イワナにとっては，逃げ回る稚魚よりも動きの鈍

い落下・流下昆虫を狙った方が採餌効率を高めや

すい，なんて教科書通りの考察をラーメン屋で同

僚に説明していたら，その彼が脂多めのラーメン

にやられながら， 

「魚も胃もたれするんじゃない？？」 

とぼそっとつぶやきました。 

 

生理学的に紐解く，食う－食われるの関係 

調べてみると，魚が胃もたれをすることを証明

する方法はなくはなさそうなのですが，聞いたこ

ともない薬品や機械があれこれと必要で，予算的

に研究はできそうにありません。ただ，脂（脂肪

酸）というキーワードは著者らにとっては目新し

く，研究対象として魅力的でした。そこで，捕食

者の筋肉中に含まれるオメガ３脂肪酸（特にDHA

（ドコサヘキサエン酸）と EPA（エイコサペンタ

エン酸））の変化を先述の尻別川水系のイワナで

調べました（Hasegawa et al. 2023）。サンプリング

は 2021 年にやり直したのですが，やはり放流直

後以外はイワナはサクラマス稚魚を食っていませ

んでした。ところが，イワナの DHA と EPA の含

有量は放流前と比べると放流後は劇的に増加して

いました（図 3）。魚にとって DHA は成長や性成

図 2. 放流されたサクラマス稚魚を大量に食ったイワナ。

ストマックポンプで胃内容物を採取したら腹がペチャン

コになった。 

図 3. サクラマス稚魚放流河川と非放流河川でイワナの筋肉

中の DHA と EPAの含有量を放流前後（5月 20 日と 6月

23 日：放流日は 5月 25 日または 27 日）で比較した。棒グ

ラフは平均値，エラーバーは標準偏差を示す。グラフは

Hasegawa et al. (2023)の Fig. 2 で示したデータを元に本稿

用に作り直した。 
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熟に不可欠な栄養素で，普段は体内で EPA から

合成して獲得します。これだけ急激に DHA が増

加したということは，もともと DHA を含んでい

た魚類を捕食，すなわち放流された稚魚から獲得

したと考えるのが妥当でしょう。EPA は魚類より

も水生昆虫の方が含有量が多いのですが，稚魚を

大量に捕食したために急増したと考えられます。

いずれにせよ，成長では評価できなかったサクラ

マス稚魚捕食のメリットを，生理学的アプローチ

によって，1 つ示唆することができました。 

 

浮かびあがった不都合な真実～ふ化放流事業

と外来種問題の意外な関係～？ 

ここまでイワナを捕食者代表として研究成果を

紹介してきました。ふ化放流事業を通じて在来種

であるイワナの生態を撹乱することに生物多様性

保全上の問題がないとは言い切れないのですが，

捕食者が外来種になると，ふ化放流事業遂行と外

来種管理の両方の観点からより複雑な問題があり

そうです。そこで，北海道のサケ稚魚と外来種ブ

ラウントラウトがどのような関係にあるか調べて

みました。 

ブラウントラウトはヨーロッパ周辺が原産のサ

ケ科魚類で，北海道でもいくつかの河川で定着し，

イワナを駆逐してしまうなど生物多様性保全上の

問題がかねてから指摘されています（長谷川 2016，

Hasegawa 2020）。放流されたサケ稚魚を大量に捕

食することから（図 4），駆除が行われた河川もあ

りますが（下田 2012），ブラウントラウトがサケ

の資源変動にどれだけ影響しているかはよく分か

っていません。そんなブラウントラウトについて，

実は放流されたサケ稚魚が越冬後（しかも産卵後）

の栄養状態回復に一役買っているのではないか？

と考え調べてみました（Honda et al. 2024）。この

研究では，北海道内のいくつかのサケ稚魚放流河

川，非放流河川でブラウントラウトを採集し，イ

ワナとサクラマス稚魚のときと同様に，生理学的

アプローチを用い，栄養状態の指標となるいくつ

かの項目（肥満度，トリグリセリドや DHA の含

有量など）を測ってみました。その結果，総じて

放流河川のブラウントラウトの方が回復が早い，

つまり，サケ稚魚の捕食を通じて，ブラウントラ

ウトが栄養状態をより早く回復させていることが

明らかになりました。大袈裟な言い方をすると，

サケ稚魚放流はブラウントラウトの個体群維持に

一役買っているかもしれない，ということです。

ふ化放流事業や外来種管理の方針については，多

種多様な考え方があるので，本稿で正解を探るこ

とはしません。しかし，本研究はサケ稚魚とブラ

ウントラウトの関係について看過できない事実を

示しており，少なくとも両種と関係が深い方々に

はこのような事実があることをぜひ知っておいて

欲しいと思います。 

 

捕食者の分布を考える～さけますをめぐる食

う－食われるの関係をよりよく知るために～ 

冒頭で食う－食われるの関係は時に生物の個体

数の変動に影響する，と述べましたが，さけます

が稚魚期に食われることで，実際にどの程度，資

源量に影響しているのかはよく分かっていません。

あるいは，稚魚は栄養段階でいえば低次に位置付

けられるので（生態ピラミッドの下の方），食われ

て当然の存在なのかも知れません。とはいえ，捕

食者の分布やその捕食者がどの程度稚魚を食べて

いるかを把握しておくことは，さけますの管理に

必要な知見でしょう。そこで，最後に捕食者の分

布に関する研究事例を紹介します。 

まずは，千歳川でのブラウントラウトの分布・

移動を調べた研究です（Honda et al. 2023）。本研

究では，サケ稚魚の放流シーズンになるとブラウ

ントラウトが放流場所に集まってくる（蝟集(いし

ゅう)してくる），というまことしやかに言われて

いた噂を確かめることを目的としました。2 年以

上にわたり月一回（稚魚の放流シーズンを含む 2

～5月は 10日に一回）の頻度で潜水目視により，

放流場所（千歳さけます事業所）周辺のブラウン

トラウトを計数しました。気温がマイナス 10 度

を下回る極寒の季節でもシュノーケリング調査を

図 4. 水中銃で捕獲したブラウントラウトから胃内容物を取り

出す。この個体はおよそ 500 尾のサケ稚魚を食っていた。 
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し，さらに音響テレメトリーも併用して数十個体

のブラウントラウトに発信器を付けて行動を追跡

したのですが，結局噂は噂でしかありませんでし

た。稚魚の放流シーズンでも放流場所付近ではブ

ラウントラウトの数は増えず，いずれの追跡個体

も放流場所付近まで移動しませんでした。どうや

ら，千歳川のように定期的に大量放流（毎年計約

3 千万尾，一回当たりの放流が 100 万尾以上）を

する河川では，捕食者がわざわざ放流場所まで移

動しなくても，自然条件下ではあり得ないほど大

量の餌（サケ稚魚）にありつけるようです。実際

に，放流場所から 10 km ほどの下流でも稚魚の放

流翌日に100尾以上のサケ稚魚を食っているブラ

ウントラウトが複数確認されました。食われた稚

魚の耳石温度標識を調べたところ，そのほとんど

が前日に放流された稚魚と判明しました。蛇足で

すが，千歳川はブラウントラウト釣りで人気の河

川ですが，釣り人をよく見掛けた場所では，あま

り魚を目にすることはありませんでした。 

捕食者の自然分布域は，経年的にも変わります。

特に海域では新たな捕食者の分布が確認されるこ

ともあります（Kitada et al. 2023）。実際に岩手県

では海洋環境が変化したためか，近年，サケ稚魚

の沿岸滞泳期である春季にサバ類（マサバおよび

ゴマサバ：主にマサバ）成魚がまとまって沿岸に

来遊するようになりました。サバ類は魚食性を示

すことに加え，個体数が多いため，放流されたサ

ケ稚魚の多くが食べられていないか懸念されまし

た。そこで，岩手県の宮古湾において，サケ稚魚

の沿岸滞泳期にあたる 4月から 6月にかけて釣獲

したサバ類成魚166尾の胃内容物を調べてみまし

た。その結果，サケ稚魚はサバ類の成魚に捕食さ

れていることが確認されましたが（サバ類の尾叉

長：30～35 cm；サバ類 1 尾が捕食していたサケ

稚魚数：1～7 尾），サケ稚魚を捕食していたサバ

類の数は，10 尾と多くありませんでした（Sasaki 

et al. 2023）。サバ類は，魚類ではサケよりもカタ

クチイワシを多く捕食していました。また，オキ

アミ類や端脚類（カマキリヨコエビ類，ワレカラ

類など）を中心とした体長十数 mm の動物プラン

クトンや小型甲殻類をよく捕食していました。サ

バ類は魚類から動物プランクトンまで幅広い生物

種を餌として利用できるため，サケ稚魚といった

特定の種に対する捕食圧は高くなりにくいのかも

しれません。 

 

著者らの本音 

本稿で紹介した食う－食われるの関係はすべて

放流されたさけます稚魚が研究対象です。ふ化放

流事業に従事する人たちから，放流した稚魚の被

食実態を把握して欲しいという研究ニーズがあが

っていたため実施したということもありますが，

放流がされていない野生魚のみの河川では，実は

それほどさけます稚魚は食われていません

（Hasegawa et al. 2012；Honda et al. 2024）。すなわ

ち，本稿で紹介した事例はふ化放流事業によって

おきた現象ともいえます。さけますの資源管理は

ふ化放流事業と自然再生産の両方を活用して進め

るのが理想とされています（大熊ら 2016）。しか

し，近年はふ化放流事業を続けても資源低迷に歯

止めがかからない中で，著者らの本音としては，

いくつかの既存文献が示すように野生魚を増やし

ていくのが良さそうだと考えるのですが（小倉ら 

2024；佐橋 2024；有賀 2024），そのように判断す

るにはまだまだ情報不足です。だからこそ，本稿

で示したように稚魚が食われることで何が起こる

かという情報もさけます資源管理についての議論

を建設的に進めるためには重要と考えます。 
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